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2Np-5 槐毛織物の二次元反射光分布曲線の有効性
文化女大家政　○木谷　紫　　成瀬　信子

被　　服

　目的　織物のたて糸に沿って光を入射した場合と、よこ糸に沿って光を入射した場
合の二次元反射光分布曲線において、浮きの長い方の糸に沿って光を入射するより、
その糸に垂直に光を入射した方が反射エネルギーが大きくなることがある。そこで、
その理由を明らかにし、二次元反射光分布曲線の光学特性としての有効性を見出す。
　方法　槐毛糸60番手双糸の織糸をたて糸を白よこ糸を黒とし一定の糸密度で縦った、
平織、2/2斜子織、1/3斜文織を試料とした。ゴニオフォトメータの偏光による測定

より、たて糸に沿って光を入射した場合とよこ糸に沿って光を入射した場合の二次元
反射光分布曲線から反射特性値を求めた。また画像解析システムより、入射角45°で
試料に光を入射した時の垂直方向0°の画像から輝度0と相対的な輝度条件で表面面積
の比を求めた。両者の対応を検討し、条件の違いによる反射エネルギーの変化は拡散
反射光との関連が大きいことを明らかにした。
　結果　1.よこ糸を黒にすることで、ゴニオフォトメータと画像解析システムによる
測定時の反射光と吸収光の割合が相対的に示された。　i槐毛織物の様に拡散反射光

が多い二次元反射光分布曲線において、浮きの長い方の糸に垂直に光が入射した方が
反射エネルギーが大きくなるのは、画像解析による輝度の比から拡散反射光の増加に
よることが明らかになった。これは浮きが長い程また交錯点が少ない程顕著に示され
た。　3.織物の二次元反射光分布曲線は同一平面内に拡散反射光が含まれて曲線が描
かれるため、光学的な特性値としてかなり有効性があることが証明された。

2NP-6 ＵＶカット素材の評価について一染料の光退色を利用した評価の試み
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目的）近年、紫外線の地表到達量の増加に対する関心が高まり、従来より紫外線遮蔽（以

下ＵＶカヽyト）効果を付加価値として来た化粧品類以外に、アパレル分野においてもuv
カット効果を有する新繊維素材が出てきた。その性能評価はガイドラインに基づき紫外線

遮蔽率により行われている。しかし、この方法では使用条件や耐光性および効果の連続変

化による光量の皮膚への積算到達量などを測定できない。本研究では、染料の光退色が吸
収光の波長や量子数に依存することを用いて、簡便で評価しやすい基準の作成の可能性を

探ると同時に、ＵＶカット素材の性能評価及び消費者ニーズについても検討した。

方法）消費者二－ズについては1 1 6名を対象とするアンケート調査を行った。ＵＶカッ

ト効果の測定は、染色したナイロンフィルムに試験布やフィルムを重ね、適宜フィルター

を使用して試験布側からキセノンウェザーメータ（スガ試験機）により光照射を行い、染

色フィルムの経時変化を分光光度計により測定した。
結果）2種の染料(Crystal Violet, Sminol Milling Yellow 3G）により染着したフィルム

のスペクトルでは、最大吸収波長がフィルムの直接露光、遮蔽物前置を問わずどちらも単

純減少し、退色曲線から性能の評価ができることが解った。また、フィルムの吸光度を10
点測定法により測定した結果、遮蔽布の不均一性は市販布程度であれば影響は少なく信頼

できる評価法であると考えられる。得られた評価からはＵＶカット素材の効果は認められ

るものの、布のカバーファクターや素材組成、また増白剤の付着などによって得られる効

果との差は極めて小さいことが解った。以上から、本評価方法の有用性が示唆された。
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